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津波後の厚岸町の様子
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床潭漁港に船が打ち上げられている様子

　

状
況
に
応
じ
、
各
自
の
判
断
で
率
先
し
て
避

　

難
す
る

【
水
や
食
料
な
ど
を
備
え
る
】

・
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電
気
や
ガ
ス
、

　

水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止

　

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
飲
料

　

水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
す
る

・
自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に

　

避
難
し
、
そ
こ
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に

　

な
る
た
め
、
避
難
所
生
活
に
必
要
な
も
の（
非

　

常
用
持
ち
出
し
品
）
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

　

詰
め
て
お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

　

る
よ
う
に
備
え
る

　

こ
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
家
庭
内
で
災
害
時
の

連
絡
方
法
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
決
め
て

お
く
と
と
も
に
、
避
難
訓
練
を
通
じ
て
、
避
難

場
所
に
家
族
で
実
際
に
行
っ
て
み
る
な
ど
一
緒

に
体
験
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
過
去
の
大
規
模
災
害
を
教
訓
に
し
、

私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
災
害
に
対
し
、
正
し
い
知
識
を
習
得

し
、
そ
れ
を
理
解
し
た
う
え
で
行
動
を
と
る
こ

と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
3
つ
の

対
策
が
重
要
で
す
。

【
自
分
の
家
の
安
全
対
策
】

・
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ

　

け
家
具
を
置
か
な
い

・
家
具
を
置
く
場
合
は
な
る
べ
く
背
の
低
い
家

　

具
に
し
、
転
倒
防
止
対
策
を
す
る

・
家
具
が
倒
れ
て
け
が
を
し
た
り
、
出
入
り
口

　

を
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
家
具
の
向

　

き
や
配
置
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
壁
に
固

　

定
す
る
な
ど
の
対
策
を
す
る

　【
身
の
安
全
の
守
り
方
】

・
気
象
庁
の
『
緊
急
地
震
速
報
』
を
活
用
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
強
い
揺
れ
が
来
る
こ
と
を
事
前

　

に
確
認
し
、
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
と
る

・
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
ら
、
す
ぐ
に

　

周
り
の
人
に
地
震
が
来
る
こ
と
を
知
ら
せ
、

　

あ
わ
て
ず
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
海
岸
近
く
に
い
る
と
き
に
、
強
い
揺
れ
を
感

　

じ
た
り
、
津
波
警
報
・
津
波
注
意
報
を
聞
い

　

た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
そ
の
場
所
か
ら
離

　

れ
、
高
台
な
ど
に
避
難
す
る

・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
っ
て
指
定

　

さ
れ
た
避
難
場
所
で
あ
っ
て
も
津
波
は
予
想

　

を
超
え
て
襲
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
し
て

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む『
自

助
』
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合

っ
て
取
り
組
む『
共
助
』、
行
政
な
ど
が
取
り
組

む『
公
助
』の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
そ
の
中

で
も
基
本
と
な
る
の
は『
自
助
』で
、
一
人
一
人

が
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
『
阪
神
・

淡
路
大
震
災
』
で
は
、
約
6
千
人
以
上
の
死
者

・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
死
亡
者
の
約
8
割
が

窒
息
死
や
圧
死
に
よ
り
死
亡
し
た
と
の
調
査
結

果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
死
亡
者
の
約

9
割
が
、
溺
死
に
よ
り
死
亡
し
た
と
の
調
査
結

果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

自助

共助 公助
3つの力の
連携が必要

自分と家族の安全は
自分で守る

自助
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自分自分自分自分自分自分分分分分分分分分分で守で守で守で守で守で守で守で守で守でで守で守で守でで るるるるるるるるるる

日
に
発
生
し
た
『
阪
神
・

約
6
千
人
以
上
の
死
者

共共助
3
連
3

は『
自
助
』で

一
人
一
人

を
守
る
こ
と
で
す
。

公助
の
要要
の3つの力つ 力

携が必連携 必要
3つの力つ 力

自分と家族の安全は
自分で守る

隣近所が助け合って
地域の安全を守る

行政による救援活動や
支援物資の提供など
公的支援を行う

（出典：ほっかいどうの防災教育テキスト“知識編”）

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
大
地
震
や
大
津
波
に
対
す
る
備

え
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、

一
人
一
人
が
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

災
害
時
の
心
構
え
や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
タ
イ
ト
ル
／
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
私
た

ち
は
何
が
で
き
ま
す
か

●
開
催
期
間
／
3
月
1
日C

か
ら
25
日N

（
※

土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
時
間
／
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

●
場
所
／
役
場
庁
舎
1
階
町
民
ホ
ー
ル

●
内
容
／
震
災
当

時
の
東
北
地
方
お

よ
び
厚
岸
町
の
写

真
、
地
震
・
津
波

発
生
の
仕
組
み
パ

ネ
ル
や
防
災
備
蓄

品
の
展
示
、
防
災

ク
イ
ズ
な
ど

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
人

た
ち
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
消
防
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
3
月
11
日N

14
時
46
分
か
ら
1
分
間

●
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策
係\

223
・
224

◆地震から『いのち』を守る

事前に備える グラッときたら
落下物から身を守る

落ち着いて状況を
判断して次の行動へ

●建物の耐震化

●家具固定と安全スペースの確保

●家族や職場で避難方法を話し合

　っておく

●避難のための備えをしておく

●机の下にもぐる（家やオフィス）

●布団や枕で頭を守る（寝室）

●あわてて外に飛び出さない

●火を止めるのは揺れがおさまっ

　てからあわてずに

●家族の状況は？

●歩いてもケガをしない？

●火災は起きていない？

●避難口は確保できる？

●津波の危険は？

事前に備える 地震発生から
津波が来るまでに 避難した後も

◆津波から『いのち』を守る

●地域の地形、避難所や高台の位

　置を確認する

●家族や職場、学校などで避難ル

　ートやルールを確認する

●要配慮者の避難方法を決めておく

●冬季を想定

　した準備を

　しておく

●高台など安全な場所に避難する

●率先して避難する

●海や川を見に行かない

●避難するとき

　は、最大限安

　全な場所へ避

　難する

●津波は繰り返し来るので、警報

　・注意報が解除されるまで戻ら

　ない

● 2波目以降に 1波目よりも大き

　な津波が来る可能性がある


